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(57)【要約】
【課題】  蒸気損失すなわち熱エネルギー損失を生じる
ことのない復水回収装置を得ること。
【解決手段】  高圧復水管１４を高圧復水溜め容器１１
と接続する。高圧復水溜め容器１１の上方にスチームエ
ゼクタ２を、下方には復水回収ポンプ４をそれぞれ接続
する。低圧復水管１５を低圧復水溜め容器１２と接続す
る。低圧復水溜め容器１２の上方にスチームエゼクタ３
を、下方には液体圧送部材５をそれぞれ接続する。
　高圧復水管１４から高圧復水溜め容器１１内へ高圧復
水が供給され、容器１１内で一部が再蒸発蒸気となって
スチームエゼクタ２に吸引され、残った復水は復水回収
ポンプ４で復水回収先へ回収される。
【選択図】 図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
  蒸気使用機器で発生した復水を復水回収ポンプによりボイラーあるいは給水タンク等の
復水回収先へ回収するものにおいて、復水の一部が再蒸発した再蒸発蒸気を吸引するスチ
ームエゼクタを配置すると共に、復水を復水回収先へ回収する復水回収ポンプ、及び、復
水圧送部材をそれぞれ接続したことを特徴とする復水回収装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
 本発明は、蒸気使用機器で発生した蒸気の凝縮水としての復水を、ボイラー等の復水回
収先へ回収する復水回収装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
 従来の復水回収装置は、蒸気使用機器の二次側すなわち出口側に設けたスチームトラッ
プと復水流入管と、放圧管に取り付けた制御弁と、復水流出管に取り付けた復水ポンプと
で構成したもので、放圧管に取り付けた制御弁で、スチームトラップから排出された復水
の再蒸発蒸気の一部を系外へ排出することによって、スチームトラップの必要圧力差を維
持しつつ、復水ポンプで高温復水を所定箇所へ回収することができるものである。
【０００３】
　上記従来の復水回収装置では、放圧管と制御弁から系外へ再蒸発蒸気の一部を排出する
ために、蒸気損失すなわち熱エネルギー損失が生じる問題があった。
【特許文献１】特公昭６０－４２８４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
  解決しようとする課題は、蒸気損失すなわち熱エネルギー損失を生じることのない復水
回収装置を得ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
  本発明は、蒸気使用機器で発生した復水を復水回収ポンプによりボイラーあるいは給水
タンク等の復水回収先へ回収するものにおいて、復水の一部が再蒸発した再蒸発蒸気を吸
引するスチームエゼクタを配置すると共に、復水を復水回収先へ回収する復水回収ポンプ
、及び、復水圧送部材をそれぞれ接続したものである。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明は、復水の一部が再蒸発した再蒸発蒸気を吸引するスチームエゼクタを配置した
ことによって、再蒸発蒸気をスチームエゼクタで吸引して、所定の蒸気利用箇所へ供給す
ることにより、蒸気損失すなわち熱エネルギー損失を生じることがない。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
  本発明は、スチームエゼクタを用いるものであるが、スチームエゼクタは、所定圧力の
蒸気を駆動流体とするものであり、少量の再蒸発蒸気を吸引する場合は比較的低圧の蒸気
を駆動流体とし、一方、多量の再蒸発蒸気を吸引する場合は高圧の蒸気を駆動流体として
使用することができる。
【実施例】
【０００８】
  図１において、蒸気供給管１に接続した２台のスチームエゼクタ２，３と、復水回収ポ
ンプ４、及び、復水圧送部材５とで復水回収装置を構成する。
【０００９】



(3) JP 2008-45784 A 2008.2.28

10

20

30

40

50

蒸気供給管１の右側部は図示しない蒸気供給源としてのボイラーと接続してスチームエゼ
クタ２を接続すると共に、途中で分岐した分岐管６に２台目のスチームエセクタ３を接続
する。それぞれのスチームエゼクタ２，３の出口側は、更に蒸気供給管１３として一本に
まとめて、図示しない蒸気利用箇所と接続する。また、スチームエゼクタ２，３の入口側
には、供給する蒸気圧力を調節する圧力調節弁７，８を取り付ける。
【００１０】
それぞれのスチームエゼクタ２，３の吸引部を、管路９，１０によって、高圧復水溜め容
器１１と低圧復水溜め容器１２に接続する。高圧復水溜め容器１１は、高圧復水管１４か
ら流下してくる高圧高温復水を一旦溜め置く密閉容器であり、この容器内で高温復水が再
蒸発して再び蒸気となり、管路９を介してスチームエゼクタ２の吸引部へ吸引されるもの
である。同じく、低圧復水溜め容器１２には低圧復水管１５を接続して、容器１２内で低
温復水の再蒸発蒸気を発生させてスチームエゼクタ３の吸引部へ吸引させる。
【００１１】
高圧復水溜め容器１１の下方に管路１６を介して復水回収ポンプ４を接続する。復水回収
ポンプ４は、循環ポンプ１７とエゼクタ１８を循環路１９で接続したもので、循環路１９
の一部を分岐して復水回収管２０を接続する。復水回収管２０には一次圧力調整弁２１を
介在させて、上右端部を図示しないボイラーあるいは給水タンク等の復水回収先と連通す
る。
【００１２】
循環ポンプ１７を駆動して、循環路１９内に所定量の復水を循環させることによって、エ
ゼクタ１８で高圧復水溜め容器１１内の復水を吸引し、復水回収管２０から復水を回収す
るものである。
【００１３】
低圧復水溜め容器１２の下方に管路２２を介して復水圧送部材５を接続する。復水圧送部
材５は、復水流入口２３と復水流出口２４、及び、高圧操作流体導入口２５と高圧操作流
体排出口２６を有し、復水流入口２３に逆止弁２７を介して管路２２を接続する。
【００１４】
管路２２に取り付けた逆止弁２７は、低圧復水溜め容器１２から復水圧送部材５内への復
水の流下を許容し、反対の復水流れは阻止するものである。同様に、復水流出口２４に逆
止弁２８を介して復水圧送管２９を接続する。この逆止弁２８は、復水圧送部材５内から
復水圧送管２９側への復水の流下を許容し、反対の流れは阻止する機能を有する。なお、
復水圧送管２９の上端は、高圧復水溜め容器１１の高圧復水管１４入口部と接続すること
によって、復水圧送部材５の復水が高圧復水溜め容器１１内へ供給されるようにする。
【００１５】
高圧操作流体導入口２５に高圧蒸気管３０を接続する。一方、高圧操作流体排出口２６は
、排出管３１によって大気中と連通する。
【００１６】
復水圧送部材５は、内部に配置した図示しないフロートが下方部に位置する場合に、高圧
操作流体導入口２５を閉口し、一方、高圧操作流体排出口２６を開口して、管路２２から
復水を逆止弁２７と復水流入口２３を通して復水圧送部材５内に流下させる。
【００１７】
復水圧送部材５内に復水が溜まって図示しないフロートが所定上方部に位置すると、高圧
操作流体排出口２６を閉口し、一方、高圧操作流体導入口２５を開口して、高圧蒸気管３
０から高圧圧送用蒸気を内部に流入させることにより、内部に溜まった復水を復水流出口
２４と逆止弁２８と復水圧送管２９を通して高圧復水溜め容器１１へ圧送する。
【００１８】
　復水が圧送されて復水圧送部材５内の液位が低下すると、再度、高圧操作流体導入口２
５を閉口し、高圧操作流体排出口２６を開口することにより、復水流入口２３から復水を
内部へ流下させる。このような作動サイクルを繰り返すことにより、復水圧送部材５は、
低圧復水溜め容器１２内の復水を高圧復水溜め容器１１へ圧送する。
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【００１９】
　高圧復水管１４から高圧復水溜め容器１１内へ供給された高圧復水は、容器１１内で一
部が再度蒸発して再蒸発蒸気となってスチームエゼクタ２に吸引されると共に、再蒸発し
なかった復水は管路１６を通って復水回収ポンプ４に吸引される。
【００２０】
　同様に、低圧復水管１５から低圧復水溜め容器１２内へ供給された低圧復水は、容器１
２内で一部が再度蒸発して再蒸発蒸気となってスチームエゼクタ３に吸引され、再蒸発し
なかった低圧復水は、復水圧送部材５によって高圧復水溜め容器１１内へ圧送される。
【００２１】
　このように、再蒸発蒸気をスチームエゼクタ２，３で吸引して、蒸気利用箇所へ供給す
ることによって、大気中に放出される再蒸発蒸気がなくなり、蒸気損失すなわち熱エネル
ギー損失をなくすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明に係る復水回収装置の実施例を示す構成図。
【符号の説明】
【００２３】
  　１  蒸気供給管
  　２  スチームエゼクタ
  　３  スチームエゼクタ
  　４  復水回収ポンプ
　　５　液体圧送部材
　１１　高圧復水溜め容器
  １２　低圧復水溜め容器
  １４　高圧復水管
  １５　低圧復水管
  １７　循環ポンプ
  １８　エゼクタ
  ２０　復水回収管
  ２３　復水流入口
  ２４　復水流出口
  ２５　高圧操作流体導入口
  ２６　高圧操作流体排出口
  ２９　復水圧送管
  ３０　高圧蒸気管
  ３１　排出管
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